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１　事業の実施状況に対する所見

２　成果目標の達成状況に対する所見

３　施設等の利用状況についての所見

４　６次産業化法人と連携法人の取引状況についての所見

５　改善措置等に対する所見及び指導内容

（１）成果目標について

（２）施設等の利用状況について

該当なし

[農畜産物加工施設の利用状況について]
　本施設の完成が平成２３年４月であったため平成２２年度の本施設の利用実績は無い。

[農畜産物提供施設の利用状況について]
　本施設の完成が平成２３年４月であったため平成２２年度の本施設の利用実績は無い。
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農業主導型６次産業化整備事業点検評価書（平成２２年度分）

有限会社　トムミルクファーム ３名

代表者名 構成員数設立年月日６次産業化法人の名称

平成10年4月1日 沖　　正文

　本施設の完成が平成２３年４月であったため平成２２年度の本施設の利用実績は無いが、４月から７月末までの間に対前
年比１０６％の売上げがあり、今後とも本施設の利用見込みはあるものと認められる。

[取組状況について]
　（有）トムミルクファームは、酪農を経営する法人で、牛乳の生産販売を始め、アイスクリームなどの加工品を製造・販売して
いる法人である。
　今回、本事業によって、生乳の加工処理を目的とした農畜産物加工施設及び自社生産の乳製品を使った食材の提供・販
売を目的とした農畜産物提供施設を整備し、平成２３年４月に施設が完成した。
　その後、４月１５日から稼動を開始し、計画どおり、牛乳の生産に取り組むとともに、牛乳を使った食材の提供・販売の取り
組みが行われているものと認められる。

[経営状況、事業による変化等について]
　本施設の完成が平成２３年４月となったことから平成２２年度の実績は無いが、本年４月から７月末までの売り上げは対前
年１０６％となっている。
　また、本施設の整備によって知名度がアップしたことによりギフト製品の需要が伸びてきており、今後、さらなる商品開発と
販路開拓を進めることとしていることから本施設の整備により所得の向上が図られているものと認められる。。

　本施設の完成が平成２３年４月となったため、本施設による牛乳の製造実績は無く、また、食材の提供実績も無かったこと、
及び宮崎県の口蹄疫発生によるイベント等の自粛を行ったことから平成２２年度は目標が未達成となっている。
　しかしながら、平成２３年４月から７月末までの売上高は対前年比１０６％となっていること及び集客イベントや体験教室も計
画通り開催予定であることから売上高及び集客人数の増加の平成２３年度の目標は達成されるものと見込まれる。
　また、本年４月から新たに３名の雇用を確保しており、平成２３年度の雇用目標についても達成されるものと見込まれる。

　本施設の完成が平成２３年４月であったため本施設による生産実績は無かったことから目
標達成には至っていない。
　特に、平成２２年度は宮崎県における口蹄疫発生の影響を受け、来場者が減少した関係で
売上が減少することとなったものである。

　平成２２年度は本施設内の加工業務に関して１名の雇用を計画していたが、本施設の完成
が平成２３年４月となったことから平成２２年度の雇用実績は無かった。

　平成２２年度は宮崎県における口蹄疫発生の影響を受け、イベントや体験教室等の開催を
自粛したことから来場者が減少したものである。

（雇用の創出に関する目標）

　　　　　　雇用者の増加

（所得の向上に関する目標）

　　　　　　売上高について

（地域の活性化に関する目標）

　　　　[集客人員の増加]


